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日本海南部沿岸におけるカイヤドリヒドラ類
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Abstract. From June 2002 to February 2003, we found two species of bivalve-inhabiting hydro-

zoans for the first time on the south coasts of the Sea of Japan: Eugymnantheajaponica at 10 locah-

ties and E,〝tima japonica at 4 localities among 22 sampling stations from Kyushu to Honshu. At

two of these localities, the two species were sympatrically distributed. This situation is rare: these

localities become the 3rd and 4th ones inhabited by both species in Japanese waters.

Key words: Bivalve-inhabiting hydrozoans, Eugymnantheajaponica, Eutimajaponica, new occur-

rence records, sympatric distribution, the south coasts of the Sea of Japan.

I - I. I

2002年6月から2003年2月にかけて日本海南部本州沿岸を中心とした22地点でムラサキイガ

イと共生するカイヤドリヒドラ類のポリプの分布調査を実施した.その結果,島根県恵曇から山口

県下関市にかけての日本海沿岸の10地点で,カイヤドリヒドラクラゲEugymnantheajaponica

Kubotaを,島根県沿岸の4地点でコノバクラゲEutimajaponica Uchidaの分布を初めて確認した.

このうちの島根県の恵曇と瀬戸ケ島は,日本でカイヤドリヒドラ類の2種が同所的にみられる希

少な地点であることが分かった.

はじめに 虫網,軟クラゲ目)は,我が国ではカイヤドリ

ヒドラクラゲEugymnanthea japonica Kubota

カイヤドリヒドラ類(刺胞動物門,ヒドロ　とコノバクラゲEutimajaponicaUchidaの2
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図1.カイヤドリヒドラ類2種のポリプの地理的分布. A. 1977-1991年の調査に基づく2種

の地理的分布(Kubota, 1992より). B. Aのうち本研究の調査地城の拡大詳細図(Kubota,
1992より). C.2002年6月-2003年2月の期間中における本研究の初記録

種が知られている.この2種のポリプはムラ　の外套膜や鯉等の軟体郡上で付着生活する

サキイガイMytilus galloprovincialis Lamarck,　ことが知られている(Kubota, 1983, 1992).カ

カリガネエガイBarbatlavirescens(Reeve),マ　イヤドリヒドラクラゲは主に沖縄島から神奈

ガキCrassostrea gigas (Thunberg)等の二枚貝　川県江ノ島にかけての太平洋側に分布し,コ

ー42-



小林亜玲・上野俊士郎・河原正人・久保田信

表1.カイヤド1)ヒドラ類2種のポリプの調査地点,調査月と調査結果,

霊室　　調査地点　　　調査月　6月,月8月,月調荒欝.1月.,月1月2月

1長浜(京都府舞鶴市)　　　1
2　境(兵庫県城崎群香住町)　10
3　浦郷(島根県隠岐郡西ノ島町) 10,2

4　恵曇(島根県八束郡鹿島町)  10,2
5　大社(島根県出雲市)　　　　9
6　波根(島根県大田市)　　　　9

7　瀬戸ケ島(島根県浜田市　　io,:
8　筒尾(山口県阿武郡阿武町)　9
9　仙崎(山口県長門市)　　　　9
10　特牛(山口県豊浦郡豊北町　　9,ll,12,2

11室津(山口県豊浦郡豊浦町　　6,9,10,2
12　吉母(山口県下関市)　　　　6　　　　　　A
13　吉見(山口県下関市　　　　　6,10

14　蓋井島(山口県下関市　　　　7,10,2
15　壇ノ浦(山口県下関市)　　10
16　長浜(山口県山口市秋穂)　10

17　久賀(山口県大島郡)　　　　7
18　呉中央港(広島県呉市)　　　7

19　岩屋(福岡県北九州市若松区) 6
20　鐘ケ崎(福岡県宗像市)　　　6
21津屋崎(福岡県宗像市)　　　6
22　東浜(福岡県福岡市博多区)　6

B

B

A

A

A A A

A A

A

A

U

U

A.カイヤドリヒドラクラゲ.B.コノバクラゲ.U.カイヤドリヒドラクラゲあるいはコノバクラゲのどちらか

1種,あるいは両種.

-.ムラサキイガイ中にポリプ付着を確認できず.

ノバクラゲは主に九州から北海道南部の太平

洋側に4型が側所分布する(図1-A, Kubota,

1992, 2003;久保田, 1999;足立ら, 2003;

Kubota etal., 2003).しかしながら,両種とも

に我が国の日本海南部沿岸(対馬と壱岐を除

いた九州一本州の日本海側)では出現記録が

全くなかった(Kubota, 1992;久保田, 1999;久

保田,未発表データ).

本研究で2002年6月から半年あまりの期

臥山口県を中心とした本州南西部と隠岐諸

島,九州の日本海沿岸,および本州南西部の

瀬戸内海沿岸でポリプの分布調査を実施し

たところ,日本海南部沿岸の比較的広い地域

で2種の分布が初めて確認されたので報告す
る.

材料と方法

2002年6月26日から2003年2月21日まで

の期間,京都府舞鶴市から福岡県福岡市にか

けての計22地点(図1-C)において調査を行

った.表1に示すように,調査は各地点とも1

回から最大4回まで任意に行われ,1回当たり

60個体のムラサキイガイMytilus galloprovin-

cialisを採集する方法で行った.採集した生試

料は実験室に持ち帰り,採集後遅くとも2日

以内に解剖して,カイヤドリヒドラ類のポリ

プの外套腔全体への着生の有無を実体顕微

鏡下で調べたカイヤドリヒドラ類のよく発

達したクラゲ芽の形態や,採集後実験室内で

1日以内に遊離させたクラゲの形態から2種

を同定した
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カイヤドリヒドラクラゲのポリプは10地

点で採集された(図1-C:地点3,4,7-14).しか

し,本州日本海側の8地点(1, 2, 5, 6, 19-22)

と,瀬戸内海北西部の4地点(15-18)の計12

調査地点ではポリプは発見されなかった.

一方,コノバクラゲのポリプは約110kmの

範囲にある本州日本海側の隣接した4地点

(4-7)に限って発見された.そのうち地点5と

伝では,9月にコノバクラゲだけ観察されたが,

地点4と7では,10月にコノバクラゲに加え

てカイヤドリヒドラクラゲも同時に観察され

た.ただし,同一宿主内に2種のポリプが共存

している例は確認されなかった.

なお,夏もしくは秋にカイヤドリヒドラク

ラゲあるいはコノバクラゲが採集された3地

点(4,7,14)では,2月の厳冬期にもポリプが

みられたが,すべてのポリプが収縮し,クラゲ

芽も形成していなかったので,2種の識別が

できなかった.

考　　察

今回の調査で,今まで出現記録が全くなか

った島根県の隠岐郡や八束郡から山口県下

関市(地点3-14)の日本海南部沿岸に,カイヤ

ドリヒドラクラゲとコノバクラゲの2種のポ

リプの分布が初めて認められた.これら2種

が初出現したことから日本海沿岸の環境変化

が示唆されるが,この関係究明また共生率の

変動等については今後の課題である.

これまで我が国ではカイヤドリヒドラクラ

ゲとコノバクラゲの両者のポリプが同所的に

みられた地点は長崎県対馬浅茅湾,三重県座

賀島英虞湾,静岡県熱海だけであった(図1l

A:久保田, 1999).本調査で島根県中部の2地

点(地点4と7)が新たに加わった.
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